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今
後
の
取
り
組
み

　

県
・
福
井
市
と
連
携
し
て
地
域

の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
、
平
泉
寺
、
勝
山
城
下
町
、

一
乗
谷
、
福
井
城
下
町
の
関
係
の

ほ
か
、
平
泉
寺
と
一
乗
谷
を
最
短

距
離
で
結
ん
だ
、
安
波
賀
街
道
を

は
じ
め
と
す
る
交
通
路
に
も
注
目

し
て
、「
石
づ
く
り
の
ま
ち
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
遺
産
が
テ
ー
マ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
い
、
地

域
間
の
交
流
を
進
め
、
効
果
的
な

魅
力
の
伝
え
方
を
模
索
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課　

文

化
財
保
護
室（
教
育
会
館
2
階
）
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ほ
ぼ
南
北
方
向
に
高
さ
５
〜
７
ｍ

の
石
の
壁
が
断
続
的
に
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
九
頭
竜
川
の
浸
食

と
堆
積
、
土
地
の
隆
起
の
繰
り
返

し
と
い
う
自
然
の
力
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
河
岸
段
丘
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
た
も
の
で
、
長
さ
が

20
㎞
余
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
「
七

里
壁
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
に
は
こ
の
壁
を
境
に
、
石

垣
の
上
の
段
丘
面
に
武
家
屋
敷

が
、
石
垣
の
下
の
低
い
段
丘
面
に

は
町
家
・
寺
院
が
配
置
さ
れ
、
南

北
の
道
路
で
整
然
と
区
割
り
さ
れ

た
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
街
を
東
西
に
横
切
る
小
路
は

「
お
た
ね
坂
」
や
「
小こ

姥う
ば

坂
」
な

ど
の
よ
う
に
逸
話
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
坂
道
と
な
っ
て
お
り
、
段
丘

の
最
も
低
い
面
か
ら
は
伏
流
水
と

な
っ
た
清
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま

し
た
。
福
井
平
野
を
潤
す
九
頭
竜

川
の
中
流
域
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た

こ
の
地
で
は
、
大
地
が
奏
で
る
時

の
流
れ
の
音
を
感
じ
な
が
ら
、
風

情
の
あ
る
城
下
町
の
面
影
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

石
に
現
れ
た
日
本
人
の
美
と
信
仰

　

福
井
を
訪
れ
る
と
、
石
が
季
節

と
織
り
な
す
美
し
い
光
景
に
毎
年

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
、

残
雪
輝
く
奥
越
前
の
山
並
み
を
背

に
咲
き
乱
れ
る
九
頭
竜
川
の
弁
天

桜
。
夏
、
杉
木
立
に
差
し
込
む
光

に
優
し
く
包
ま
れ
た
平
泉
寺
白
山

神
社
の
苔
の
絨
毯
。秋
、澄
み
切
っ

た
朝
の
日
差
し
を
受
け
て
水
面
に

浮
か
ぶ
一
乗
谷
の
池
泉
庭
園
の
散

紅
葉
。
冬
、
水
墨
画
の
よ
う
な
雪

景
色
の
中
、
新
し
い
春
を
待
ち
焦

が
れ
る
養
浩
館
庭
園
の
梅
の
蕾
。

　

越
前
・
福
井
で
は
、
石
が
悠
久

の
時
を
刻
み
続
け
る
歴
史
の
物
語

を
私
た
ち
に
届
け
て
く
れ
る
の
で

す
。

日本遺産認定を祝う
　５月20日、東京国立博物館平成館
で日本遺産認定証交付式が行われ、山
岸市長が出席しました。また、同日、
まほろばには関係者や地元住民らが集
まり、日本遺産認定の報告を受けたの
ち、平泉寺小学校の児童がくす玉を
割って認定を祝いました。

福井市
勝山市

永平寺町

坂井市

越前町 鯖江市

池田町

大野市

①①
②②

③③

④④
⑤⑤

⑦⑦
⑥⑥

⑧⑧

①白山平泉寺周辺
② 七里壁・旧勝山城下の
　街並み景観
③九頭竜川
④安

あ ば か

波賀街道
⑤一乗谷地区

⑥福井城址、養浩館庭園周辺
⑦足羽山・九十九橋周辺
⑧大安禅寺周辺

ストーリーに含まれる主な資産ストーリーに含まれる主な資産

七里壁

写真左から山岸市長、杉本知事、
田口福井市東京事務所長

くす玉割りで認定を祝う

城下町の面影が残る街並み

ストーリーの全文
などはこちら
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新
た
に
生
ま
れ
た
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

　

県
・
福
井
市
・
勝
山
市
が
共
同

で
申
請
し
て
い
た
「
４
０
０
年
の

歴
史
の
扉
を
開
け
る
旅　

〜
石
か

ら
読
み
解
く
中
世
・
近
世
の
ま
ち

づ
く
り　

越
前
・
福
井
〜
」
と
題

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
４

件
目
で
す
。

　

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
中
世
期

に
生
ま
れ
た
、
大
量
の
石
を
用
い

て
計
画
的
に
作
ら
れ
た
都
市
が
残

る
越
前
・
福
井
の
、
石
と
の
共
生

の
歴
史
や
屈
指
の
石
づ
く
り
文
化

を
紹
介
す
る
も
の
で
、
勝
山
市
か

ら
は
白
山
平
泉
寺
周
辺
と
旧
勝
山

城
下
の
街
並
み
景
観
な
ど
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
構
成
さ
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
の
う
ち
、
勝
山
市
に
関

す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。

石
づ
く
り
の
中
世
宗
教
都
市

　

一
乗
谷
か
ら
美
濃
街
道
を
さ
ら

に
東
へ
進
み
、
分
岐
し
て
九
頭
竜

川
を
越
え
る
と
、
白
山
連
峰
の
麓

に
勝
山
盆
地
が
広
が
り
ま
す
。
か

つ
て
こ
の
地
は
白
山
信
仰
の
拠
点

と
し
て
発
展
し
、
戦
国
期
に
最
盛

期
を
迎
え
た
白
山
平
泉
寺
が
支
配

し
ま
し
た
。
当
時
、
白
山
平
泉
寺

周
辺
に
は
我
が
国
最
大
級
の
宗
教

都
市
が
形
成
さ
れ
、
最
盛
期
に
は

48
社
、
36
堂
、
そ
し
て
６
０
０
０

も
の
僧
坊
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
中
世
の
巨
大
寺
院
は
宗
教
権

力
と
し
て
自
己
を
防
衛
す
る
た
め

に
城
を
築
き
ま
し
た
が
、
朝
倉
氏

か
ら
自
立
し
た
支
配
権
を
保
証
さ

れ
た
白
山
平
泉
寺
も
多
く
の
僧
兵

を
有
し
、
一
向
一
揆
な
ど
と
戦
う

朝
倉
氏
に
強
大
な
軍
事
力
で
味
方

し
ま
し
た
。
山
の
谷
間
に
約
１
㎞

も
連
な
る
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え

る
杉
木
立
の
菩
提
林
の
参
道
の
石

畳
は
、
九
頭
竜
川
や
女
神
川
の
川

原
石
を
手
渡
し
で
運
ん
で
つ
く
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

面
が
苔
に
覆
わ
れ
た
、
神
秘
的
で

幻
想
的
な
境
内
の
礎
石
か
ら
は
、

当
時
、
正
面
が
80
ｍ
に
も
及
ぶ
大

拝
殿
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
山
か
ら
切
り
出
し
た
石
で
築

い
た
と
さ
れ
る
本
社
の
巨
石
の
石

垣
は
高
さ
３
ｍ
、
長
さ
１
１
０
ｍ

以
上
に
も
わ
た
り
、
巨
大
な
壁
と

な
っ
て
人
々
を
圧
倒
し
ま
す
。
坊

院
跡
に
は
国
内
最
大
規
模
の
石
畳

道
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
石

組
み
の
側
溝
が
残
る
な
ど
、
計
画

的
に
町
並
み
が
整
備
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
周
辺
の

集
落
に
は
、
坊
院
跡
の
石
垣
を
現

在
も
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
利
用

し
て
い
る
屋
敷
も
あ
り
ま
す
。
荘

厳
に
し
て
静
寂
な
神
域
へ
と
私
た

ち
を
誘
う
白
山
平
泉
寺
一
帯
に
広

が
る
石
は
、
か
つ
て
巨
大
な
宗
教

都
市
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

戦
国
期
、
武
家
は
こ
の
よ
う
に

中
世
寺
院
が
有
し
て
い
た
石
積
み

や
石
を
割
る
技
術
を
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
、

一
乗
谷
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
阿
波

賀
街
道
を
通
じ
て
、
白
山
平
泉
寺

か
ら
非
常
に
強
い
影
響
を
受
け
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
世
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
と
石

　

勝
山
市
で
は
、
中
心
市
街
地
を

日
本
遺
産
と
は

　

文
化
庁
が
行
う
事
業
で
、
地

域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」
と

し
て
認
定
し
、魅
力
あ
る
有
形
・

無
形
の
様
々
な
文
化
財
群
を
総

合
的
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

  

ス
ト
ー
リ
ー
の
紹
介

本社の巨石の石垣


